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（趣旨） 

第１条 この要項は、名桜大学における学群・学部及び大学院に正規生として在籍する

留学生（以下｢留学生｣という。）を対象にした授業料減免の実施に関する必要事項を

定め、留学生への経済的支援並びに学習及び研究の奨励を図ることを目的とする。 

（減免の運用方針） 

第２条 留学生の授業料減免（以下「減免」という。）は、学習及び研究成果としての

単位の修得状況及びその成績に応じて行う。 

（減免の対象） 

第３条 減免は、「留学」の在留資格により入国し、本学に在学する留学生を対象とす

る。 

（減免の期間） 

第４条 減免の期間は、標準修業年限以内とする。標準修業年限については、学群・学 

部にあっては８箇学期、大学院にあっては４箇学期とする。 

２ 減免の決定は、原則として年次内の連続する２箇学期の授業料について有効とする。 

（減免の条件） 

第５条 減免は、予め正規授業料を完納した留学生を対象とし、在学する年次の過去２ 

学期の単位修得が、次に定める年次ごと修得単位数以上であるものを対象とする。 

 （学群・学部学生） 

年 次 １年次 ２年次 ３年次 (４年次) （計） 備 考 

取得単位数 ３０ ３２ ３４ (２８) (１２４)  

（大学院研究科生） 

年 次 １年次 (２年次) （計） 備 考 

取得単位数 ２０ (１０) (３０)  

（減免率の決定） 

第６条 減免率の決定は、前条第５条の条件を満たした留学生を対象に、授業料の半額

を減免できる。 

２ 入学年度（編入学を含む）においては、一律に授業料の半額を減免することができ

る。 

（違法行為と減免） 

第７条 違法行為による処罰、学則第４４条に基づく処分（退学処分を除く。）があっ

た場合は減免を取消し、処罰及び処分の日が属する月の翌月から通常の授業料を徴収

する。 

（報告） 



第８条 学長は、留学生の授業料の減免を決定したときは、速やかに理事長に報告する

ものとする。 

（補則） 

第９条 この要項の改廃は、教育研究審議会の議を経て理事長が定める。 

 

附 則 

この要項は、平成１４年１１月２０日から実施し、平成１５年度後学期の授業料減免

から適用する。 

 

附 則 

１ この要項は、平成１８年４月１日から実施し、平成１８年度前学期の授業料減免か

ら適用する。 

２ 改正後の第５条の前納制及び第６条の減免率の決定については、平成１８年度入学

の留学生から適用し、在学生に対しては従前の減免率の決定を適用する。 

  附 則 

この要項は、平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、平成２４年２月２２日に施行し、平成２３年度以前に大学院研究科に入学

した者にあっては本学公立法人化前の授業料等の免除及び徴収猶予取扱規程を適用し、平

成２３年度以降に大学院研究科に入学した者にあっては平成２３年度前学期授業料からこ

れを適用する。 

 

 


